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１ 文化財保護について、市所有以外の古墳の管理につい

て、市はどの程度関与しているのか。 

市所有以外の文化財については、基本的に所有者管

理としている。 

生涯学習課 無 Ｐ１ 

２ 古墳に繁茂している木の伐採等の適正な管理を市から

勧告等はできないのか。 

文化財の管理という点では、所有者にお任せしてい

る。 

生涯学習課 無 Ｐ１ 

  環境保全という点で、富津市まちをきれいにする条

例に関連した指導は可能である。 

環境保全課 無  

３ 区長関係費について、地域によって区の役員への報酬

の支払等についてばらつきがある。市としては、各区へ運

営、報酬等は委ねているということか。 

区長報酬の他、自治振興交付金を区へ交付してお

り、区の考え方、判断に委ねている。 

市民課 無 Ｐ４ 

４ 農作物被害対策事業について、農作物被害額に家庭菜

園の野菜等は含んでいるのか。また、各対策の効果はどう

か。もう１点、鳥獣が土手を荒らすこと等の農作物以外へ

の対策はどうしているか。 

農作物被害額は各区長に報告してもらい、把握して

いる。軽微な被害でも報告をお願いしているが、煩雑

な様式のため被害額を報告しない場合や作付けしな

くなったため被害が出ていないという場合もある。被

害自体は増加傾向にあるため、報告様式等を工夫し

て、うまく反映できるよう改善したい。 

鳥獣の個体数については、県で推計値を公表してい

るが、調査方法を検証していくとのこと。サルの捕獲

数は横ばいだが、イノシシとシカの捕獲数は増加傾向

にあるので、個体数も増えているのではないかと推察

している。 

農作物以外の被害があるのは事実だが、現状は農作

物被害対策に注力している。環境的な被害対策は広域

的な対策が必要なことから、県に要望している。生活

環境被害対策マニュアルを県が作成することとなっ

ているので、それを活用しながら市でも対策を検討し

たい。 

農林水産課 無 Ｐ29 

５ ふるさとふっつ応援寄附について、今までは返礼率や

商品の魅力で引きつけていたところもあると思うが、今

後寄附額５億円に向け、課題解決、明確な使い道をはっき

ふるさとふっつ応援寄附については、昨年度、返礼

率５割で寄附金額２億６千万円を達成したが、一般的

にふるさと納税は返礼品目的の寄附が多いというの

企画課 無 Ｐ39 
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りさせて寄附をお願いするというのもよいと思うが、ど

う考えるか。 

が実際のところである。 

寄附金の使途については、昨年度も公表し、今年度

も公表を予定している。クラウドファンディングのよ

うな方法もあるが、寄附金が集まらなかった場合にど

うするのかという課題もあるため、本当に必要不可欠

な事業に寄附してもらえるような着実な方法を検討

していきたい。 

６ 宿泊・滞在型観光促進事業について、この事業での観光

客数の比率等のデータがあれば確認したい。 

観光客入込数については、宿泊・滞在型観光促進事

業によって、どれだけの人数の入込があったかまでは

把握できていない。 

宿泊・滞在型観光促進事業の内容については、各種

イベントの開催、旅行エージェントやメディア関係者

等を対象とした現地視察の実施等によってＰＲを図

っている。 

商工観光課 無 Ｐ45 

 


